
2009年度 理事長：佐野博美

自らを律する
～今こそ始めよう みんなで創る

夢溢れるしずおか～

どんな
一年か

・公益性を重視した誇りある組織運営の構築
・迅速かつ丁寧な情報の共有及び発信・提供
・会員・家族の交流及び世界の仲間との文化交流
・会員個々の資質向上と組織力の強化
・防災と環境から考えるまちづくりの創造と実践

貴方達自身に夢はありますか。仕事や家庭等では、各々夢は持っているはずです。事業ごとには「こんなまちにしたい」「子ども達にこうなってもらいたい」など夢や目標は
あるはずです。青年会議所そのものに、運動そのものに、夢がありますか。五十数年前、この地で青年会議所運動を起こした先輩達は、夢と情熱の塊でした。私達も、もっと
青年らしく、周りからバカにされるぐらいの真っ直ぐな夢と情熱を、一緒にこの団体に持ちましょう。「ひとは強く美しくなければいけない。」この言葉は、ただ力の強さや
権力について、そして見た目の美しさを指しているものではありません。内面的なこころや精神的に強く美しくありたいと願う言葉なのだ。私はこの言葉を自身と（社）静岡
青年会議所全会員、そしてこのまちで生活するすべての人達にそうなってもらいたいと願い、まずは改めて自らを律する事から始めます。私達は開拓者です確固たる信念と
明確な方針を掲げ、改革する事を恐れず突き進みますさあ共にはじめよう私達の夢と情熱がすべての事業の第一歩です。

２００９年度、佐野理事長が掲げる「夢と情熱を胸に 自らを律することからはじめる 運動及び改革の実践」のもと、創立四年目を迎えた（社）静岡青年会議所も、過去三年間で培った
ＬＯＭの基盤をもとに、対内向けの事業はもちろん対外的な事業も多く展開し、様々なジャンルでその運動の成果を上げることが出来た年となりました。公益法人制度改革に伴う
新しい制度を理解してもらうためにセミナーを開催し、８月の第１回臨時総会において、「一般社団法人」を選択する決議を採択しました。迅速で丁寧な情報共有の手段としてホーム
ページは世の中に欠かせないツールとなっているため、静岡青年会議所としてもその充実を図ることで会員に対して様々な情報を発信し、市民へは事業を通じて多くの運動を発信
し、対内的にも対外的にもタイムリーで正確な情報発信のシステムを確立しました。ホームページは作れば見にくるというわけではなく、発信して初めて見る機会が生まれるため静岡
青年会議所メールマガジン事業を行い、関係者に訴るシステムを作りました。
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1月度例会「新年例会」
会員拡大決起大会
中部５JC合同例会
３月度例会「会員研修例会」
静岡まつり
第３６回JC青年の船「とうかい号」
わんぱく相撲LOM大会
５月度例会「防災ネットワーク例会」
JC杯少年サッカー大会
６月度例会「地域環境例会」
ビーチフェスタｉｎかんばら
８月度例会「選挙例会」
清水みなと祭り
９月度例会「国際交流例会」
静岡ブロック会員大会
１０月度例会「広報渉外例会」
１１月度例会「卒業例会」
クリスマス家族会
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